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Nipponの専門学校に進学して、プロになる。

そして、将来は日本で、世界で働きたい。

その目標への最初のステップとして、私は今、

この学校で日本語を学ぶ。



　　学習を進め、自律的学習者としての育成を行います。

１．専門学校での授業を理解し、自然な日本語でやりとりを行い、教科書を読んで課題レポートや

　　プレゼンテーションなどができる

２．地域社会の課題に関心を持ち、文化的背景の違いを尊重しながら、協働で具体的な解決策を提案

　　できる

４．「ポートフォリオ学習」科目では、生徒自らが学習目標を設定し、その達成に向けて計画的に

２．「地域交流」科目では、教室で学んだ日本語を実践的に活用する機会を提供し、コミュニケーション

　　能力と社会適応力を高めます。

３．「進路キャリア研究」科目では、自己分析の方法や志望理由書作成の指導、体験授業への参加、

　　面接対策指導を通じて、志望校合格のための支援をします。

３．自分で長期的な視点で目標を設定し、自律的に学習を継続できる

４．自分の将来像を描き、将来のキャリアに応じた情報収集や準備を計画できる

１．主要な科目（コミュニケーション日本語等）を通じて、専門学校進学に必要な日本語能力を養成

　　します。

※　Ｄ判定の科目があった者については、補習を実施後、レポートを提出させる

日新国際日本語学院について

１．最終試験において全科目の成績がＣ以上であること

２．卒業時の累計の出席率が９０％以上であること

【５】教育課程に関する方針

１．地域社会との交流を通じて、社会的存在として活躍できる人材の育成

２．専門学校に進学し、将来「職業人」として活躍できる人材の育成

３．自立した言語使用者として継続的に学び成長できる人材の育成

所定の課程を通して、以下の認定基準に達した者に当該課程の修了を認定します。

【４】修了の認定に関する方針

【１】日新国際日本語学院の理念

私たちは、地域に根ざした実践的な日本語教育を通じ、異文化への理解と尊敬に基づく多文化共生社会の

実現に貢献します。

【２】教育目的

４．多文化共生社会の実現に向けて、地域社会の発展に貢献できる思考力と実践力を兼ね備えた人材の

【３】教育目標

　　育成
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　定員とも左表に

　準じます。

※３期生以降の

　生徒は、両課程

　とも入学時期・

専門学校進学２年課程

専門学校進学１年６か月課程

専門学校進学２年課程

専門学校進学１年６か月課程

募集人数

２０名

２０名

２０名

２０名

　３．日本語学習に対する明確な目標と継続的な学習意欲を持つ生徒

　　同等とみなされる学位です。

　　即戦力として活躍できる高等教育機関です。

１．２つの課程は、いずれも日本の専門学校に進学することを前提としてカリキュラムが組まれています。

２．ここで示す専門学校とは、文部科学大臣が認定し、卒業後に「専門士」の称号が付与されるものです。

３．専門学校は、日本で自立した社会人となるための基礎と、専門的な職業能力を習得して、卒業後に

　　「専門士」は、日本国内における就職や、在留資格取得の審査などにおいて「短期大学士」とほぼ

生徒の期

２期生

１期生

2027年10月 入学

2027年 4月 入学

2026年10月 入学

2026年 4月 入学

入学時期 課程の名称

２．将来の具体的なキャリアプランを描き、専門学校進学に強い意志を持つ生徒

【６】入学者受け入れに関する方針

日新国際日本語学院（以下、当学院と呼ぶ）は、当学院の理念・教育目的・教育目標・修了の認定に

学ぶ意欲と能力のある生徒を求めます。

関する方針・教育課程に関する方針・入学者受入れに関する方針を理解し共感して、それらに沿って

　１．当学院の理念に共感し、多様な文化を尊重し仲間との協働学習に積極的に参加できる生徒

【７】授業運営に関する方針

１．コミュニケーション力の向上を図るため、授業は直接法で行います。また、同じ理由により、クラス

　５．在留資格「留学」に求められる学習成果を、日本語教育の参照枠に照らして客観的に証するために

【８】設置されている課程

当学院は「専門学校進学２年課程」と「専門学校進学１年６か月課程」の２つの課程を設置しています。

　　１年に１回ないし２回、日本語能力試験（JLPT）等の外部の試験を受験していただきます。

４．授業と並行して、年間計画に沿った個別面談や、状況に合わせた随時のカウンセリングを行います。

　　　受験料は実費でお支払いいただきますので、あらかじめご了承ください。

　　での母語使用はできる限り控えていただきます。

２．学習成果を向上させるため、授業と連動する校外学習も取り入れています。

　３．学生と担当教員は、ポートフォリオを共有し、目標と達成度を認識して学習を進めます。
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（表中の語句の説明）

説明：当学院についての説明会（現地） 申込：入学を希望することの申込み 審査：当学院の審査（現地）

Ｃ申：当学院の代理によるＣＯＥの申請 Ｃ交：ＣＯＥの交付 納付：納付金の納付

留申：在外公館で留学ビザを申請 来日：日本に入国 入学：当学院に入学、授業開始

審
査

留
申

説
明

来
日

入
学

入学時期
（学習期間）

Ｃ
交

納
付

Ｃ
申

申
込

説
明

審
査

申
込

2025年 2026年

12月11月10月９月８月７月

説
明

入
学

来
日

留
申

６月５月４月

Ｃ
申

10月入学
（１年６か月）

４月入学
（２年）

10月９月８月７月６月５月４月３月

審
査

２月１月

申
込

納
付

Ｃ
交

６．当学院に在学中の学費等の納付金、及び生活費の支弁を、本人または経費支弁者が行えること

７．本校の教育理念、教育目標、教育方針に準じて、留学目的及び卒業後の進路が明確であること

【３】入学時期

３．各課程の入学時において、専門学校進学２年課程は日本語教育参照枠「Ａ１」、同１年６か月課程は

　　「Ａ２」相当の日本語能力を有し、かつ当学院が認める公的試験の認定を受けていること

４．正当な手続きによって日本国への入国を許可される見込みがあること

５．信頼のおける保証人を有すること

【２】入学資格

１．母国あるいは外国で１２年以上の学校教育またはそれに準ずる課程を修了もしくは修了する見込みが

　　あること

２．年齢が１８歳以上であり、入学を希望した時点で最終学歴卒業後５年未満であること

本校に入学する場合は、以下の条件をすべて満たしていることが必要です。

６．留学ビザが交付されたら来日できます。

出願について

【１】留学ビザについて

１．来日して６か月以上日本語学校で勉強する方は、原則として「留学ビザ」が必要です。

２．留学希望者は、各国にある日本の在外公館に「留学ビザ」を申請します。そのときに、日本の出入国

　　納付してください。着金が確認された後、ＣＯＥを当学院から入学希望者に送付します。

５．ＣＯＥが到着後、入学希望者ご自身で在外公館へ行き、留学ビザの申請をしてください。

　　在留管理庁が交付した「在留資格認定証明書」(Certificate of Eligibility,ＣＯＥ）が必要です。

３．当学院が審査により入学を認めた場合は、その入学希望者の代理人として、出入国在留管理庁に

　　ＣＯＥを申請します。

４．出入国在留管理庁の審査により、ＣＯＥが交付された場合は、生徒納付金（以下、納付金と呼ぶ）を

Page 3



５．すべての書類について、日本語以外の言語で書かれている場合は、必ず、日本語の翻訳を添付して

【４】出願書類の注意事項

入学希望者は、以下の注意事項を確認し、次頁以降に記載された書類を期日までに提出してください。

◎ 注意事項

１．すべての書類（※１）は、当学院が出入国在留管理庁に「在留資格認定証明書」を申請する日から、

　　３か月以内に発行されたものであることが必要です。

２．特に指定がない限り、書類は原本であることが必要です。複写や代筆したものは使用できません。

３．「証書」と「証明書」は違うものです。証書は一回しか発行されないものです。証明書は申請すれば

　　何回でも発行されるものです。

４．証明書には ① 発行者の肩書と氏名　② 発行した機関の所在地と連絡先（電話・FAX番号）を記載し、

　　かつ、発行者の署名または押印をしてください。

９．入学希望者の国籍や地域によって、必要な書類が異なる場合がありますので、出願する前に当学院に

　　確認してください。

11．原本は、FEDEX/DHL/OCS/EMS等の国際宅急便で当学院に送付し、追跡番号をお知らせください。

10．すべての書類は、必ず、定められた出願期日までに提出してください。

　　原本と翻訳の両方を提出してください。

６．出入国在留管理庁に提出した書類（※２）は、原則として返却されません。

７．署名は、本人が黒色のボールペン（※３）を使って、直筆で記入してください。修正液を使用した

　　書類は無効です。

８．過去に「在留資格認定証明書」の申請（※４）をしたことがある場合は、どのような在留資格に

　　ついてであっても、出願時に必ず申告してください。追加の書類が必要になります。

出願書類を当学院で受領した後は、日本の「個人情報の保護に関する法律」に基づき、
出願書類に記載された入学希望者の個人情報について、当学院で適正に管理されます。

（※１）卒業証書は、卒業時の一回しか発行されませんので、３か月以内である必要はありません。

（※２）どうしても返却が必要な書類がある場合は、出願時にご相談ください。

（※３）フリクションペンなど、書いた後に消せるタイプのボールペンは使用できません。

（※４）「申請をして、その後に取り下げた場合」についても申告してください。
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② 出願書類の記載内容と一致しているか、確認してください（特に氏名、生年月日）。

出願書類 一覧表 ＰＡＲＴ１

出願書類は、大別して２種類あります。「出願者自身の書類」「経費支弁者の書類」です。

入学者自身の書類

１

◎ 特に指定がない場合は、原本を提出してください。

◎ コピーを提出するように指定がある場合は、元の書類が小さい場合も、Ａ４サイズの紙で片面にコピー

　 してください。

⑤ 就学理由書には、当学院に入学を希望する理由と、当学院修了後に予定する進路について記載

入学願書

① この書類は、当学院が指定する書式のものです。

現在までの学歴や経歴に空白の期間がないように記入してください。補足説明が必要な場合は、

別紙に記載してください。

②

③ 学歴について、入学と卒業の年月は、卒業証書と成績証明書に記載されているものと一致して

いなければなりません。

④ 家族欄には、両親と兄弟姉妹の情報を正確に記入してください（同居・別居を問いません）。

３ 日本語能力に関する証明書

① 次のいずれかの試験の認定書を提出してください（レベルまたは点数の指定があります）。

してください。

２ 高等学校または大学の卒業証書 及び 各学年の成績証明書

① 高校を卒業した後、専門学校等を卒業した場合は、その専門学校の卒業証書と成績証明書を、

高校の卒業証書と成績証明書に加えて提出してください。

・ 日本語能力試験（JLPT）　２年課程希望者はＮ５以上　１年６か月課程希望者はＮ４以上

・ 日本語ＮＡＴ－ＴＥＳＴ　２年課程希望者は５級以上　１年６か月課程希望者は４級以上

② 出願の時点でまだ高校や大学に在学している場合は、卒業見込み証明書と、現在の在学先の

成績証明書を成績が出ている学期まですべて提出してください。

５ 国が発行した身分証のコピー

① パスポート以外の身分証（国民IDカード等。写真が付いていること）を提出してください。

② 前項以外の試験でも、当学院が認めた試験の認定及びレベル（点数）の場合は、その認定書に

より出願することができます。

４ 出生証明書のコピー

〇 登録をしたときの両親の年齢が正確か、確認してください。
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追加書類の提出をお願いする場合があります。

◎ 特に指定がない場合は、原本を提出してください。

◎ コピーを提出するように指定がある場合は、元の書類が小さい場合も、Ａ４サイズの紙で片面にコピー

　 してください。

使用できません。

書いてください。

写真の裏面には、出願者の氏名を

写真、または左右が反転した写真は

用意してください。

６枚の写真は、すべて同じものを

提出してください。

８ 出願者の在職証明書（就業中または直近１年以内に退職した場合。該当しない場合は不要）

７ パスポートのコピー（パスポートをまだ持っていない場合は不要）

① これまでに、日本に出入国をしたことがある場合は、「その記録がある、すべてのページ」の

入学審査または在留資格認定申請にあたり、当学院の判断で必要であると判断した場合は、

９ その他、当学院が求める書類

・

① 出願者の職位、在職期間、在職先の住所、電話番号、発行責任者の氏名、発行責任者の職位等を

記載してください。

② レターヘッドが印刷された用紙を使用してください。

日本への出入国歴があるときは、そのすべての記録のコピーも提出してください。

② パスポートを更新中の場合は、旧パスポートのコピーを提出してください。その場合も、

⑤

③

④

６ 証明写真（カラー、縦４ｃｍ×横３ｃｍ、６枚）

①

②

出願の３か月前までに撮影した写真を

画像加工や画像処理をして修正した

（出入国在留管理庁 Webサイトより）

https://www.moj.go.jp/isa/applications/status/photo_info_00002.html

右の見本を参考にしてください。

コピーも提出してください。
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② 預金額は、出願者が当学院で少なくとも１年間在学するに足る生活費と納付金を合計した金額

② 免税の場合は、根拠となる法律等を具体的に記載した説明文書を提出してください。

① 税務署から発行されたもので、年収が記載されているものを提出してください。

預金通帳の１年以上（３年以下）のコピーやその他の立証資料を添えて提出してください。

② 添付された資料では、資金形成過程の立証と今後の見込みの予測が十分にできないと当学院が

判断した場合は、その理由を説明した上で、追加の説明書や立証資料をご提出いただきます。

３ 預金残高証明書

①

２ 経費支弁者の戸籍を証明する書類（家族登録簿など）のコピー

① 家族全員の情報が記載されていることが必要です。

必ず、金融機関等が正式に発行した原本を提出してください。コピーは無効です。

③ 身分証明書番号など、記載事項が正確であることを確認して提出してください。

② 現在の状況が記載されたものを提出してください。以前登録した内容から変わっているときは、

更新してください。

在職先の会社の経営登録番号、納税番号が記載されていることが必要です。

② レターヘッドが印刷された用紙を使用してください。

経費支弁者の職位、在職期間、在職先の住所、電話番号、発行責任者の氏名、発行責任者の職位、

６ 経費支弁者の在職証明書

①

５ 納税証明書

以上であることが必要です。

４ 資金形成過程を説明し、立証する資料

① 前項の預金を形成した過程と、今後も安定的な収入が得られることの見込みについて説明し、

１ 経費支弁書

① 署名は、必ず経費支弁者が直筆で記入してください。

② 署名は、黒色のボールペンを使用してください。修正液を使った書類は無効です。

経費支弁者の書類 本国の父母等が学費や生活費を支弁する場合

出願書類 一覧表 ＰＡＲＴ２ ①

出願者の留学費用（学費や生活費）は、原則として、出願者の親族（※）が負担します。経費支弁者は

以下の書類によって、出願者の少なくとも１年分の学費と生活費を負担することが可能な預金があり、

出願者の在学中、その負担を続けることができる証明または説明が必要です。

（※）知人では出願ができません。ただし、企業等が奨学金を提供して経費支弁を行う場合は可能です。
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法人名、経費支弁者の職位、在職期間、本社及び在職先の住所、電話番号等連絡先が記載され、

会社印が押印されたものを提出してください。

以上であることが必要です。

７ 住民票（マイナンバー不記載）

・ 経費支弁者に係る世帯全員の住民票を１通提出してください。

６ 課税証明書

・ 年間所得額の証明として過去３年分の課税証明書を提出してください。

・ 前項の預金を形成した過程と、今後も安定的な収入が得られることの見込みについて説明し、

預金通帳の１年以上（３年以下）のコピーやその他の立証資料を添えて提出してください。

いずれの経費支弁者においても、説明または立証が十分でないと当学院が判断した場合には、その理由
を説明した上で、追加の説明書や立証資料を提出していただく場合があります。

② 実際に送金が行われたことを後日に出入国在留管理庁に証明する必要があるため、送金方法は

必ず金融機関への送金として計画を立ててください。

５ 資金形成過程を説明し、立証する資料

４ 預金残高証明書

① 必ず、日本の金融機関が正式に発行した原本を提出してください。コピーは無効です。

② 預金額は、出願者が当学院で少なくとも１年間在学するに足る生活費と納付金を合計した金額

８ 経費支弁者の在職証明書

・

３ 経費支弁計画（任意様式）

① 経費支弁者が一時的また定期的に送金する予定の金額について記載してください。

③

① 出願者との関係を記載してください。

② 出願者の留学目的について、経費支弁者が認識している内容を記載してください。

経費支弁をすることになった理由と経緯を記載してください。

① 署名は、必ず経費支弁者が直筆で記入してください。

② 署名は、黒色のボールペンを使用してください。修正液を使った書類は無効です。

２ 経費支弁引き受けの経緯書（任意様式）

出願書類 一覧表 ＰＡＲＴ２ ②

経費支弁者の書類 日本国内にいる親族が学費や生活費を支弁する場合

１ 経費支弁書
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その金額について

あらためてご了解

をいただけるか、

お断りになるか、

確認いたします。

生徒納付金

【１】課程別 納付金

場合には必ず総額

をお伝えした上で

入学金

11,000¥      

期別小計

事務手数料

健康管理費

保険料

課外活動費

教材費

設備費

施設費

授業料

-¥           

-¥           

-¥           

-¥           

-¥           

396,000¥   

396,000¥     

33,000¥      -¥           

396,000¥     

-¥           

-¥           

534,500¥   

11,000¥      

11,000¥      

12,000¥      

22,000¥      

27,500¥      

11,000¥      

501,500¥   

-¥           

396,000¥     

-¥           

-¥           

-¥           

-¥           

-¥           

396,000¥     

11,000¥      

11,000¥      

27,500¥      

22,000¥      

全期間合計 1,828,000¥   

１年目 ２年目

各年合計 930,500¥     897,500¥     

専門学校進学
２年課程

-¥           

-¥           

-¥           

396,000¥   

納付１期 納付２期 納付３期 納付４期

12,000¥      

11,000¥      

11,000¥      

入学金 33,000¥      -¥           -¥           

授業料 396,000¥     396,000¥     396,000¥     

専門学校進学
１年６か月課程 １年目

納付１期 納付２期 納付３期

２年目

-¥           11,000¥      

施設費 11,000¥      -¥           5,500¥       

設備費 11,000¥      -¥           5,500¥       

全期間合計 1,386,500¥   

事務手数料 11,000¥      5,500¥       

期別小計 534,500¥   396,000¥   456,000¥   

の割合が変わった

ご請求時に消費税

です(現在10％)。

金額を加えた総額

日本国の消費税の

これらの納付金は

各年合計 930,500¥     456,000¥     

保険料 12,000¥      -¥           7,000¥       

健康管理費 11,000¥      -¥           5,500¥       

教材費 27,500¥      -¥           20,000¥      

課外活動費 22,000¥      
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【２】納付金の項目と内容

入学金 入学時のみ発生

項目 内容 備考

「年度初めに発生する費用」について

当学院の校舎（建物）を維持・管理するための費用

日本語教授を受ける対価

当学院に入学することができる資格を得るための費用

年度初めに発生

年度初めに発生

年度初めに発生

年度初めに発生

年度初めに発生

年度初めに発生

年度初めに発生

在留資格更新申請の実費及び関連する事務費の総額

授業料

施設費

　年度の初めに必要な人員を雇用し、委託や購入等を完了します。

・当学院では、在籍する予定の生徒数に応じて、年間事業計画を立案します。安定した運営を行うため、

【３】納付金の返還 及び 納入に関する通知 並びに 在籍資格について

半年ごとに発生

健康診断の実費と当学院による健康管理指導の総額

日本語学校協同組合の留学生保険の費用

校外学習の実施にあたり、企画・準備・運営等の費用の総額

授業で用いる教材の購入費やプリントの制作費の総額

当学院の教室（設備）を維持・管理するための費用

健康管理費

事務手数料

課外活動費

保険料

設備費

教材費

１．入学前に納付金を納入した後に、入学予定者の自己都合によって入学を辞退する場合は、発給された

　　すなわち卒業にはあたらず、その証明となる卒業証書とは異なります。

　　ことを示す意味の修了証書は発行できます。ただし、これは予定していた課程を正しく修了したこと

　　また、１年を超えて在籍をしていた場合は、卒業証書は発行できませんが、１年間の学習を修了した

　　在籍期間は１年に満たない場合は、卒業証書は発行できません（学習期間証明書は発行できます）。

５．期日から１か月以上着金が確認できない場合は退学となり、在留資格を喪います。その場合、

４．入学後の納入は、定められた月の末日までに行ってください。送金の方法は次頁【５】の通りです。

　　確認の連絡をしてから１週間経過して諾否の応答がない場合は、納入を行うものとみなします。

　　確認に際し、あらかじめ定めておいた連絡手段によって意思確認ができるようにご配慮ください。

３．入学後に、次の納入期限の２か月前に、次期の納入を行うか当学院から経費支弁者に確認します。

２．入学後に生徒が退学する場合も前項と同様に「納付金返還規定」に則って納付金の返還を行います。

　　納付金返還規定」に則って、納付金の返還を行います。

　　在留資格認定証明書（ＣＯＥ）が当学院に返却されてから１週間以内に「日新国際日本語学院 補則
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12

【４】納付金の納入時期

専門学校進学２年課程

入学前 １年目 ２年目

７ ８ ９ 10 11２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10…３

入
学

（
当
学
院
よ
り
次
期
の
納
入
の
確
認
）

【
納
期
２
期
】
分
を
納
入

【
納
期
３
期
】
分
を
納
入

（
当
学
院
よ
り
次
期
の
納
入
の
確
認
）

２ ３ ４ ５ ６ ７１

【
納
期
４
期
】
分
を
納
入

課
程
の
修
了

専門学校進学１年６か月課程

入学前 １年目 ２年目

（
当
学
院
よ
り
次
期
の
納
入
の
確
認
）

【
納
期
１
期
】
分
を
納
入

年次

… ３７８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６

（
当
学
院
よ
り
次
期
の
納
入
の
確
認
）

【
納
期
１
期
】
分
を
納
入

８ ９ 10 月

②

　　 自国の銀行から、当学院の銀行口座への送金や、クレジットカードでのお支払いができます。

(※)「Flywire」とは、教育機関向けの国際的な送金サービスです。

「Flywire」(※)による送金

課
程
の
修
了

【５】納入の方法

すべての納付金は、次のいずれかの方法により納入してください（送金手数料はご負担ください）。

①

入
学

【
納
期
２
期
】
分
を
納
入

【
納
期
３
期
】
分
を
納
入

（
当
学
院
よ
り
次
期
の
納
入
の
確
認
）

入学時に、当学院が指定し通知する銀行口座への送金
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スクールカレンダー（2026年度）

数字 平日 数字 土/日/祝日 数字 授業日 数字/
数字 休校日 数字 オリエンテーション 数字 入学式

2026年 4月 2026年 5月 2026年 6月
４
～

６
月
　
授
業
日
数
　
５
０
日

月 火 水 日水 木 金 土 日 月木 金 土 日 月 火

1 2 3 4

火 水 木 金 土

5 6 7

6 7 8 9 10 11 12

2 3 1 2 3 45 1

13 14

13 14 15 16 17 18 19 11

10 8 9 10 11 124 5 6 7 8 9

21

20 21 22 23 24 25 26 18 19

15 16 17 18 19 2012 13 14 15 16 17

23 24 25 26 27 2820 21 22 23 24 22

29 30

2026年 7月 2026年 8月 2026年 9月
７
～

９
月
　
授
業
日
数
　
５
０
日

月 火 水 木

26 27 28 29 30 3127 28 29 30 25

水 木 金 土 日

1 2 3

木 金 土 日 月 火金 土 日 月 火 水

3 4 5 6

6 7 8 9 10 11

1 2 1 24 5

11 12 13

13 14 15 16 17 18 19

8 9 7 8 9 1012 3 4 5 6 7

19 20

20 21 22 23 24 25 26 17

16 14 15 16 17 1810 11 12 13 14 15

27

27 28 29 30 31 24 25

21 22 23 24 25 2618 19 20 21 22 23

29 3027 28 29 30 28

2026年 10月 2026年 11月 2026年 12月

31

26

１
０
～

１
２
月
 
授
業
日
 
５
０
日

月 火 水 木 金 木 金 土 日

1 2 3

金 土 日 月 火 水土 日 火 水 木

4 5 6

5 6 7 8 9 10 11

1 1 2 34

12 13

12 13 14 15 16 17 18 9

8 7 8 9 10 112 3 4 5 6 7

20

19 20 21 22 23 24 25 16 17

14 15 16 17 18 1910 11 12 13 14 15

22 23 24 25 26 2718 19 20 21 22 21

23 24 25 26 2726 27 28 29 30 31

30

28 29 28 29 30 31

2027年 1月 2027年 2月 2027年 3月
１
～

３
月
 
授
業
日
 
５
０
日

月 火 水 木 金 土

4 5 6

金 土 日

1 2 3

土 日 月 火 水 木日 月 火 水 木 金

10 11 12 13 14

6 7

4 5 6 7 8 9 10 8

7 1 2 3 4 51 2 3

2117 18 19 20 21 15

14

11 12 13 14 15 16 17 15 16

8 9 10 11 12 139

20 21 22 23

16 17 18 19 20

26 27 28

25 26 27 28 29 30 31

27 28 22 23 24 2524 22 23 24 25 2618 19

29 30 31
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